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ダーとして頭角を現し、食養法の普及運動の先頭に立つ。
桜沢による「正食」（マクロビ）運動は 1920 年代末に端を発し、1930 年代
から 40 年代前半に急速な発展を遂げる。桜沢は「正しい食物」の普及に取り








































































































いて子どもを対象に教えている。健康学園は 1939（昭和 14）年から 1941（昭
和 16）年にかけて菅平、伊勢、琵琶湖、洞爺湖、児島湾などで開催され、当




























































































































































































































































































































































































































































































号、2001 年、45 ～ 52 ページ）。
（２）　わが国では 2005（平成 17）年に食育基本法が成立し、食育という言葉が広く知
られるようになった。
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社会をエレホンと呼んでいる。桜沢の愛読書のひとつが『エレホン』であった。
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